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(4) 開発した環境アセスメント手法を， 17年間にわたり，およそ 190の港湾整備事業に適用した結果を調査し，その
実用性を確認している。さらに，代表的な事例について，詳細にその経過を検討し，この手法が実際の適用に柔軟
に対応できていることを確認し環境保全目標などの独自に設定した項目の妥当性や，関係者の意見を反映する手
順も所期の目的を達していることを明らかにしている。
(5) しかしながら，この適用を通して見出された課題も多く，とりわけ，最近の港湾開発に対する社会的要請の変化
を踏まえて，従来の公害防止・現環境保全型の環境アセスメントから新しい環境を創造することも含めたより拡大
した手法の開発が必要であることを示唆し，新しい環境創造を含めた大阪湾の開発計画を実施例に挙げて提案して
いる。
以上のように，本論文は港湾環境アセスメントの技術的手法を開発し，その実用性を確認するとともに，これが港
湾整備事業にともなって発生する環境問題の未然防止に貢献することを実証的に示し，さらにこれを発展させて新し
い環境創造に役立つ可能'性を示唆するなど，海洋・港湾工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博
士論文として価値あるものと認める。
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